
№ 資料名 頁 質問内容 回答

1
実施要領

３　業務の概要
2

【3事業共通】追加事業の提案可否
本施設を、障害や医療的ケアの有無にかかわらず、すべての子どもと
家族が利用できる居場所として運営するため、募集対象業務に加え、
小規模保育事業、放課後児童クラブ、児童発達支援・放課後等デイ
サービス、診療所及び日中のみの医療型短期入所の併設を提案するこ
とは可能でしょうか。今回の公募での提案対象となる範囲と、別途協
議となる範囲をご教示ください。

　今回は委託事業であるため、追加提案は認めません。

2
実施要領

３　業務の概要（４）
2

【3事業共通】工事遅延時の取扱い
仕様書に定める代替場所での実施や期間変更について、改修工事が遅
延した場合の対応方針と、その決定・通知時期をご教示ください。ま
た、遅延に伴う採用済み職員の待機人件費、追加の移転費等は、費用
負担の協議対象となりますか。

　改修工事が遅延した場合は、代替場所としてえびなこどもセンターで
の実施を想定しております。工事の遅延が判明した場合は、速やかに受
託者へ連絡し、対応について協議します。
　なお、代替場所で事業を実施することを想定しているため、職員の待
機人件費は発生しないものと考えています。また、移転等に伴う追加費
用が生じる場合は、必要に応じて協議するものとします。

3
実施要領

３　業務の概要（４）
2

【3事業共通】改修中の既存事業
令和９年２月から令和10年３月までの準備期間及び改修工事期間中に
ついて、既存各事業の運営主体、実施場所、休止の有無、現運営者か
ら新事業者への切替時期をご教示ください。全館休止、部分稼働、仮
移転のいずれを想定していますか。

　準備期間における既存事業の運営主体等は以下のとおりです。
　親と子の相談室：市（委託）
　ちびっこ・にこにこ：市
　実施場所：えびなこどもセンター
　えびなこどもセンターで実施しているため、事業の休止は想定してい
ません。
　現運営者から新事業者への切替時期：令和１０年４月１日

4
実施要領

３（５）委託上限額
3

実施要領の委託上限額について、令和12年度が「68,000円」と記載さ
れていますが「68,000千円」の誤記という認識でよろしいでしょう
か。また、令和11年度のみ66,000千円となっている理由があればご教
示ください。

　「68,000円」は誤りで、正しくは「68,000千円」です。ホームページ
上の実施要領を修正しました。
　本事業は10年度から３か年の実施となるため、人件費等の上昇を見込
んで年度ごとに増額しています。令和10年度については令和９年度中の
準備・研修等に係る費用や、開設に必要な備品等の費用を含めて積算し
ています。

5
実施要領

３（５）委託上限額
3

年度別委託上限額
年度別の委託上限額について、令和10年度から翌年度に減額となる理
由をご教示ください。初年度に限る準備・導入経費等を含む想定で
しょうか。また、令和12年度の金額表記について、正しい上限額をご
確認ください。

　№４のとおりとなります。
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6
実施要領

６　参加資格
4

同一法人が複数の案件（児童発達支援センター事業、医療的ケア児等
支援事業、こども発達支援事業、生活介護事業）に応募することは可
能でしょうか。また、複数案件を受託した場合、各事業の職員（管理
責任者・心理士・理学療法士等の専門職）の兼務や、部屋の共用は認
められますでしょうか。

【同一法人による複数案件の応募について】
　可能となります。

【複数案件を受託した場合の職員の兼務について】
　職員の兼務は、業務に支障がない範囲で可能です。ただし、法定事業
においては、関連法令や規定により兼務が制限される場合があります。
そのため、該当する事業については、必ず法令に定められた規定を遵守
していただく必要があります。

【部屋の共用について】
　部屋の共用は可能ですが、事業の実施に支障がない範囲で行うことが
条件となります。各事業の運営において、利用者の安全やサービスの質
を確保するため、共用する際には十分な配慮をお願いいたします。ま
た、部屋等を共用する際には市との事前協議が必要となります。

7
実施要領

８　参加意向申出
提出書類②

5

「調査書（要領・様式1 ）別紙」に記載する類似業務等の履行実績の
対象範囲について確認させてください。
応募事業者（親会社 ）の定款および履歴事項全部証明書上の目的に
「児童発達支援事業および障害福祉サービス事業等の運営」が明記さ
れており、グループ全体で共通の品質管理・人材育成・運営ノウハウ
のもと一体的に事業を展開している場合、グループ会社（子会社）が
運営する類似業務（児童発達支援・相談支援事業等）の履行実績につ
きましても、応募事業者の実績として含めて記載して差し支えないで
しょうか。
なお、含めて記載することが可能な場合、グループ会社との関係性を
示す資料（資本関係が確認できる書類や組織図等）の提出が必要とな
るかについても併せてご教示いただけますと幸いです。

　類似業務の履行実績については、応募事業者自身の実績を対象として
いるため、グループ会社（子会社）の実績を含めて記載することはでき
ません。

8
実施要領
13 審査

7

複数案件に応募する場合、12月21日の審査に出席する統括責任者また
は運営責任者となる予定の者は、同一人物でも差し支えないでしょう
か。また、各案件の審査時間が重ならないようご配慮いただくことは
可能でしょうか。

　同一人物でも差し支えありません。また、各案件の審査時間が重なら
ないよう調整します。

9
実施要領

16　その他
（１）－ウ

10

【3事業共通】準備期間の業務と費用
実施要領16（１）ウに定める準備等費用の受託者負担について、「履
行開始日」は具体的にいつを指しますか。令和９年２月から令和10年
３月までに求められる業務、職員配置の開始時期及び同規定の適用範
囲をご教示ください。また、市から別途求められる準備業務について
も、すべて受託者負担となる想定でしょうか。

　履行開始日は、事業開始日である「令和１０年４月１日」となりま
す。
令和９年２月から令和10年３月までは、円滑な事業開始に向けた準備期
間とし、必要な人材の確保・育成に努めていただくとともに、事業運営
に係る詳細事項について市との協議を行うことを想定しています。
　職員配置の開始時期は、原則として令和１０年４月１日となります。
なお、準備期間中の人材確保や研修等に係る費用については、令和１０
年度の委託料に含めて積算しています。そのため、通常想定される準備
業務について、別途費用をお支払いすることは想定していません。
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10
仕様書

 ８　委託業務内容
3

他事業との役割分担
本事業が障害児通所支援につなぐ前段階の「見極め・つなぎ」を担う
ことを踏まえ、児童発達支援センターとの相談受付・継続支援・引継
ぎの分担について、市が想定する運用をご教示ください。両事業を同
一法人が受託する場合、それぞれの対象者・業務範囲を確保しつつ、
相談の入口や支援の流れを一体的に整理する提案は可能でしょうか。

　令和１０年度以降の児童発達支援センターとの具体的な役割分担や連
携方法については、各事業の業務範囲を踏まえ、市及び各受託者間で協
議し、円滑な相談支援や引継ぎが行える体制を構築していくことを想定
しています。
　なお、両事業を同一法人が受託する場合においても、それぞれの事業
の役割や業務範囲を明確にしたうえで、相談窓口や支援の流れを一体的
に整理する提案は可能です。

11
仕様書

８ 委託業務内容
（No.1・No.4）

3
乳幼児健康診査時の心理相談の実施場所・年間の実施回数・時間帯
（5歳児健康診査を含む）と、心理学的意見書の年間の作成件数の実
績・見込みをご教示ください。

　心理相談の実施場所：えびなこどもセンター（集団健診会場）
　年間の実施回数：60回（乳幼児健診回数）
　時間帯：午後
　心理学的意見書の年間作成件数：76件（令和７年度実績）

12
仕様書

８（２）乳幼児健康診査事後
指導教室

4

乳幼児健康診査事後指導教室（ちびっこ・にこにこ・ここのね）につ
いて、現在参加している市の保健師は委託後も関わる想定でしょう
か。受託者が配置すべき保健師又は看護師の人数の想定をご教示くだ
さい。

　現在参加している市の保健師は、委託後は教室に直接従事することは
ありません。保健師又は看護師の配置人数は１名を想定しています。

13
仕様書

８　委託業務内容
（４）－ウ

5
仕様書の「本事業又はこれに類する業務に従事した経験を有する者の
採用への配慮」について、対象となる現従事者の人数・職種・勤務日
数と、現在の報酬水準の目安を差し支えない範囲でご教示ください。

　現在、市が実施している「ちびっこ・にこにこ」の専従職員（会計年
度任用職員）の勤務条件等は以下のとおりです。

　職種：保育士
　人数：２名
　勤務日数：年間74日
　勤務時間：１日４時間
　報酬単価：時給1,562円

14
仕様書

 ８　委託業務内容
（４）－ウ

5

【3事業共通】既存職員の雇用
こども発達支援事業仕様書８（４）ウの採用への配慮について、求め
られる対応の範囲をご教示ください。採用の可否、配置、役職及び雇
用条件の最終判断は、受託者が行えると理解してよいでしょうか。ま
た、他の２事業についても同様の条件がありますか。

　本人が継続して勤務することを希望する場合には、採用についてご配
慮いただくことを想定しています。
　なお、採用の可否、配置、役職及び雇用条件については、受託者の判
断によるものとします。
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15

仕様書
 ８　委託業務内容

（７）本事業の利用者見込
5

業務量の数値の位置づけ
仕様書８（７）の利用者見込みの算出根拠となる直近の実績をご提示
ください。可能であれば、相談種別ごとの件数、各教室の利用人数・
実施グループ数及び月別の利用状況についてもご提示ください。

　利用者見込みの算出根拠となる直近の実績については、ホームページ
こども発達支援事業業務委託に係る公募型プロポーザルについての添付
資料に記載しています。「（17）現行事業の実施状況（参考）」にてご
確認ください。なお、ここのねは新規事業となるため、実績はありませ
ん。

・親と子の相談室　相談種別ごとの延べ件数（令和７年度実績）
　言語　435件
　精神発達　189件
　習癖　1件
　精神・身体症状　9件
　性格・行動　441件
　生活習慣　68件
　養育　12件
　運動発達　161件
　療育紹介　82件
　その他　41件
　※延べ件数であり、重複が含まれる場合があります。

16
仕様書

 ８　委託業務内容
（７）本事業の利用者見込

5

想定を超える需要
仕様書８（７）に基づき、利用者数の増減に対応して業務を履行する
ことを前提として、想定を大幅に上回る需要が継続し、当初の人員体
制や委託額での対応が困難となった場合、業務量・実施体制及び委託
額について協議する余地はありますか。

　想定を大幅に上回る利用者数の増加が継続し、当初の実施体制での対
応が困難となった場合には、業務量や実施体制について協議することは
可能です。

17
仕様書

９ 送迎に係る業務の取扱い
6

親子分離で利用する児童の送迎について、手配の形式が決まる時期
と、受託者が配置する添乗員の人数の想定（車両1台につき1名等）を
ご教示ください。

　送迎の手配方法については、令和９年度中に決定する予定です。
また、複数の園を巡回することも想定しており、児童の引き渡しや車内
での待機等を考慮し、添乗員は車両１台につき原則２名の配置を想定し
ています。


